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『主は羊飼い、わたしには何も欠けることがない。』（詩編 第23編）

８月
Youth
Activities

ユースコンボケーションをきっかけに、ユースとワイズのコミュニケー
ションを活発にしよう！

只野準一 YMCAサービス・ユース事業主任
（大阪土佐堀）

在籍者数 30名
第一例会 28名
第二例会 25名
出 席 率 100％

切 手 0 g
現 金 0円
累計切手 0 g
切 手 円
累計現金 3,800円
Ｊ Ｗ Ｆ 0円
Ｅ Ｆ 0ドル
ＪWＦ累計 0円
Ｅ Ｆ 累計 0ドル

第一例会 1,000円
第二例会 13,000円
累 計 14,000円

（前期繰越金）

酒ファンド 10,980円
パンファンド 2,700円
Ｄ Ｖ Ｄ 2,000円

累 計 15,680円

献 血 400cc
成 分 0名
累 計 400cc
成分累計 0名

５月例会 50.43kg
（ペットボトル換算

12,467本）
累 計 50.43kg
（ペットボトル換算

12,467本）

第一例会 2,758円
第二例会 2,531円
今期累計 5,289円
累 計 347,753円

より深く繋ながり、ぶどうの木のように豊かな実を…
YMCAサービス・ユース事業委員会

委員長 大 山 謙 一

私とYMCAとの関わりは幼少期に始まっ
た。そして小学校、中学校、高校…と、その

時々でいろんなプログラムに参加するなど繋がり続け、大学生
になってからはリーダー活動を、そして社会人になってからは
一時YMCAで非常勤講師として働き、現在は、ワイズメンとし
てYMCAと継続し繋がっている。
そんな深く関わり続けているYMCAの事業への理解力を深
め、ワイズメンとYMCAの繋がりをさらに深めて、YMCA事
業への積極的な参加を目指す。これらの活動計画をサポートす
るYMCAサービス・ユース事業委員会の委員長という役目を与
えられたことを、非常に嬉しく思っております。と同時に、そ
の重責を無事に努められるかという不安も覚えます。しかしな
がら、YMCAに対する熱い思いは、人一倍あると自負しており
ます。皆様と共にぶどうの木のように豊かな実をつけられるよ
うに、またひとりよがりにならぬように、ひとつづつ与えられ
た役割を努め委員会で盛り上げて参りたいと思っております。
もう既に、今期最初のYMCAサービス・ユース事業であるリ

トセン夏の準備ワークが晴天の中であり無事に終えることがで
きた。そして青い空と白い雲のキャンプ、９月にはまたリトセ
ン秋の準備ワーク、国際協力募金、オータムフェスタ…など次々
とYMCA事業が続いていく。
今期は、今までからずっと実施されているワンコイン献金や
ASF献金の実施目的を理解し、その必要性をメンバー全員が明
確に知ることができるように、例会時の案内と案内文の作成な
どを配布するといったことを行う試みを考えている。YMCAが
なぜ必要としているのか。そしてその献金はどういかされてい
るのかを周知するためである。
そして、YYフォーラムや国際協力募金などへの参加支援、
呼びかけYMCAと共に行動する喜びを感じるために積極的な参
加を目指すこと。また、YMCA理解をさらに深め、YMCAを
少しでも知る機会を持つために、リトセン一泊例会を実施し、
YMCAとの結びつき繋がりを持つ。
今期、なお一層のメンバーの皆様のご協力ご支援をいただき
ますよう、何卒宜しくお願いいたします。
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2009年７月７日（火）19:00～21:00７月第一例会
ウェスティン都ホテル京都

瀬 本 丸 出 港

橋本 眞一

７月７日七夕の夜、夢を乗せていよいよ瀬本丸の出港です。

山口ドライバー委員長の進行により、幸先良く定刻２分前のス

タートです。瀬本会長の

初めての挨拶も滑らかに

進み、その中で今期の抱

負と次期仁科西日本区理

事誕生への準備の年との

認識からメンバーへの協

力要請がありました。続

いて仁科さんに次期西日

本区理事他二つの委員、田中（雅）さんに西日本区財務委員の委

嘱状がそれぞれ渡され、いよいよ仁科理事誕生の現実味が帯び

てきました。早速ファンドも始まり、また釣り同好会の案内も

有り、今期も和気藹々の内にスタートです。

食事の後、菅原さんを議長に総会が開催

され、前期事業報告、会計報告、今期事業

計画案、スケジュール案、会計案と特に問

題も無くスムーズな進行です。

岡本さんより元日本区理事のご経験から

多大な個人負担が掛かるということで、次

期仁科西日本区理事の活動に対するクラブ

としての支援についての質問とメンバーへの協力要請があり、

瀬本会長より出来る限りの支援が約束されました。

９分の時間延長とはなりましたが、今期初例会も無事終了、

今後の瀬本船長の舵取りへの期待も高まります。

菅原議長

2009年７月21日（火）19:00～21:00７月第二例会
ウェスティン都ホテル京都

左から 瀬本会長、山中京都部部長
松谷・金澤主査

希望は京都から !!

幡南 進

７月21日、金澤市郎Ｙ

サ・ユース事業主査、松

谷隆史 地域奉仕・環境

事業主査とご同行され山

中將平京都部部長がお越

しになられ、厳粛な空気

の中京都部部長公式訪問

例会が瀬本会長の点鐘で

始まりました。

先ず京都部部会のアピールです。横田ご夫妻をお招きしてご

講演頂けるようです。

『希望は京都から !!』熱い希望を感じさせて頂ける内容で是

非参加したいと思いました。

次に金澤主査からユースクラブの活動支援や、松谷両主査か

らストップ HIV／AIDS のお話を頂きました。

最後に山中部長から『豊かな心 熱き思い』です。京都部

555名の実現に向けて、又国際大会に向けて、次期西日本区大
会への抱負等今までのご経験を活かされた非常に解り易い内容

のお話を頂きました。

山中部長がお持ちになられたキャピタルクラブチャーター時

の写真が印象に強く残っています。皆さんの熱い情熱が写真を

通して凄く感じ取れました。私にも変わりない情熱を持ち続け

られたらと思います。

リトセンワーク無事完了

竹田 博和

雨続きだったリトセンワークも瀬本会長に代わり、ようやく

晴れ間がのぞくすがすがしい天候での開催となりました。

６月28日、続々とキャピタルメンバーが集合。グリーンチャ
ペルから果樹園までの草刈りを担当することになりました。

いつもの如く先ずは宴会からはいるＩ氏・T（masa）氏。日
頃の鬱憤を晴らすが如く草刈り機を手に雑草を倒しまくるＫ氏。

まるで引っ越し屋のおじさんＵ氏。みなさんそれぞれが力を発

揮していただき、最後は刈り取った草の前で記念撮影。瀬本会

長最初の事業を無事終えることが出来ました。

参加者：石倉・石村・内田・大山（謙）・金原・勝山・香山・

香山メネ・神﨑・菅原・瀬本・竹田・田中（雅）・田中（升）・

仁科・森（繁）・八木・柳
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予防医学の実践

内廣 健

私なりに医学の基本は「予防医学」であって「治療医学」で

はないとの考えを持って居りますので、現在のささやかな健康

を維持していく為にも自己管理しなければと、出来る事からコ

ツコツと実行して居りますのは…

毎朝休日でも５時起床、寒暖に関係なく束子で全身マサツを

行い、洗顔時にはコップ一杯分の出涸らしのお茶でウガイを励

行、その後顔全体にクリームを塗って軽く叩くマッサージを施

してから、NHK のテレビ体操。この早朝一時間余の行動で、気

分爽快になり、充実感溢れる一日を迎えられるような気がし

ます。

それと共にお腹もすいてきての朝食となるのですが、食卓の

定番メニューは雑穀飯茶碗大盛り一杯に味噌汁、納豆といった

ところ。

食に関しては、なるべくイースタント物を避けたいというの

が、私達の唯一のコダワリと言えるのかも知れません。

因みに私の就寝は午後９時で、妻は朝６時30分起床の午後12

時就寝というスレチガイの「時差夫婦」です。

医師・聴覚障害児教育・奉仕クラブ在籍・
クリスチャンとジュース

大山 孜郎

少し趣旨が違うのですが、継続していることを下記に、列挙

してみます。先ずは仕事です。医師になって41年。耳鼻咽喉科

医になって40年。耳鼻咽喉科医院を開業して20年。変わること

なく一筋に継続しています。

同じく仕事関係としては、言語聴覚障害に興味を持ち、難聴

児の診断と治療、補聴器に関わって35年。同じく聴覚障害児の

教育に関わって35年。更に騒音が原因する聴覚障害（音響性難

聴）への取り組から産業保健に関わり、産業医になって25年等

です。

仕事以外では、キャピタルワイズメンズクラブに入会して２

６年。ロータリークラブに入会して14年。プロテスタントのク

リスチャンとなって20年等があります。

あ！ 最近継続していることがありました。にんじんとりん

ごのジュースをジューサーで作成し、毎朝飲んでいます。

タバコ・先祖供養・母の日プレゼント・

ワイズライフ満喫
内田 雅彦

今まで、継続して実行していることといえば何があるだろう

か？ 思い当たることがない。嫁と息子に聞いてみると二人し

て「継続していること？」タバコと言う答えが返ってきました。

なんと情けないことだ…他に継続している事は無いのか？

強いていうのなら、私の祖父が亡くなってから、一年に一度

お盆にお参りに行くこと、それと結婚してから母の日には両方

の母親にプレゼントを渡しています。思い出せばあるではない

か。

三年前に父が他界し、お寺の世話人会に入りなさいと、住職

に進められ今はお寺の行事に参加させて頂いています。それと、

同じ時期に山田英樹さんにキャピタルクラブ入会を誘われ、ま

た勝山さん率いるウクレレ同好会？に入り、充実したワイズラ

イフを送っていることが今の私が継続して実行していることで

はないでしょうか？

楽しみながら続ける、これが大切だと私は思っています。

仁科 保雄

７月26日関空から出発し釜山金海空港に降立ち、25℃とい

う涼しさに驚きました。当日はツアーの付き合いをして27日

午後、元ベゼルクラブのメンバーである全高吉
チョンコウキル

氏の案内で市

内の総合病院に鄭時來氏をお見舞いいたしました。

鄭さんには私がお見舞いに行くことを秘密にしていたよう

で顔を合して驚いておられましたが、キャピタルクラブの瀬

本会長とメンバーから、このようなお見舞いを預かった旨を

お話し、本当に心から感謝を表しておられました。

病状は背骨の間にある細い骨を２本骨折し、まだ起き上が

ることはできず、メネットさんが病院でずっと一緒に生活し

面倒を見ておられます。あとどれくらいで退院できるか全く

分からず、心配な事でした。

とりあえず私が帰国しましたら瀬本会長様をはじめメンバー

の皆様に感謝の意を伝えてほしいとの伝言をお受けいたしま

した。

夜は例会に出席を依頼され音楽例会に出席させて頂きまし

た。今期はCS活動に全面的に集中し例会費の節約や経費節約

を前面に掲げ、集約した結果を奉仕活動に使用するとの報告

でした。

日本から私が出席するという事を聞かれ、孫連鎬地方総裁

（部長）光州ベゼルクラブ巌渡詠締結時会長、光州東地区羅州

クラブ任夏彬会長が出席され、IBCの事でご相談があり京都

部において締結先を

紹介して頂きたいと

の依頼を受けました。

この件につきまして

は金原交流委員長に

お話しし、至急に京

都部交流主査にお願

いして頂けるように

いたしました。



８月１日～２日、福井県
小浜市に於いて第２回の釣
り同好会が開催されました。
昨年は、船酔いによる撃
沈者が２名でましたが、今
年は、天気で波が穏やかだっ
たのか船酔い者もなく、150
匹以上の大漁で参加者全員
大満足でした。
夜は、釣ったアジ、かわはぎ、たい、のお魚の刺身を今日の
釣りの思い出話をしながら美味しく頂きました。特にかわはぎ
の肝はたいへん美味しいものでした。
宿泊の民宿は、清風荘という、すごくいい民宿で、シーズン
のため家族連れが多く賑やかでした。
参加者の感想一言です。
仁科さん、最高でした。
竹田さん、チョーバグ釣り、こんなんめったにない。
石村さん、癖になりそう。
香山さん、第２回目にして大満足!! またいきます!!
八木さん、腕がいたいよ～♪
山田（隆）さん、次回はかならず、ヒラメを釣るぞー

８月８日（土） 納涼例会
８月18日（火） 第二例会
８月22・23日 青い空と白い雲のキャンプ
８月25日（火） 役 員 会
９月１日（火） 第一例会
９月６日（日） リトセン秋の準備ワーク
９月13日（日） 京都部会
９月27日（日） ふれあい広場
９月29日（火） 役 員 会

田中 升啓・佳津子 ご夫妻 8. 1
岡本 尚男・ 都 ご夫妻 8. 28

メネット

橋本佐恵子 8. 18 石村 忍 8. 28
コメット

幡南 慶汰 8. 10 山田 大輔 8. 26

＜報告事項＞
京 都 部
京都部ファンド事業 懇談会 ７月24日 三条 YMCA
京都部地域奉仕・環境事業懇談会 ８月３日 三条 YMCA
京都部交流事業片山主査 IBC／DBCアンケート７月31日
京都部会９月13日 全日空ホテル
ＹＭＣＡ
９月６日（日）リトセン秋の準備ワーク
三役報告
ふれあい広場 天満天神繁盛亭 ９月27日
＜各事業委員会報告＞
Ｙサ・ユース 青い空と白い雲のキャンプ ８月22日23日
地域奉仕・環境 ふれあい広場 ９月27日
ドライバー 納涼例会清和荘 ８月８日
交 流 IBC招待・DBC訪問の検討
フ ァ ン ド ジャガイモ及び物販の検討
広報・ブリテン 記事の確認
Ｅ Ｍ Ｃ EMC座談会スケジュールの確認
＜審議事項＞
緊急時の連絡網について 継続審議

編集後記
祇園祭りも終わり、梅雨も明け、子供達の楽
しみな夏休みに入り、真夏真っ只中というとこ
ろ、先月、献血に行ってきました。一年ぶりの
献血に少し緊張しました。７月は「愛の血液助
け合い運動」月間とブリテンの表示の献血の数
字がゼロでは寂しいので行きました。今回で118
回目の献血です。次は９月に行く予定です。皆
様も一緒にどうですか。 （森 繁樹）
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第２回

PA25FC釣り同好会開催
森 繁樹

第69回 横浜国際大会ニュース②

大会テーマ
“From Our Hands,

We Pass Nature's Torch”
「『いのち』未来への継承

私たちの地球のために 」

日 程：2010年８月５日（木）～８日（日）
会 場：パシフィコ横浜

日本で開催された国際大会は過去２回あり
第51回国際大会 1975年７月12～15日 熱海
第58回国際大会 1988年６月27～30日 京都
第69回国際大会 2010年８月５～８日 横浜

公式ホームページです。一度チェックしてみて下さい。
http:／／ ic2010yokohama.web.fc2.com／index.html

聖句の解説 この23編は150編の詩編の中でこれまでもっと
も愛唱されてきたと言われているそうです。現代に至るまで
貧困、欠乏、不安、戸惑、行き詰まりの中にある人たちに大きな
希望と慰め、生きる力を与えているからではないでしょうか。
苦しみ悲しみの中で打ちひしがれいる人たちに「違うよ。」
「主はやってくれるよ。」「神が恵みと慈しみでいっぱいにして
くれるよ。」註解書なしでただ詠んでいてもどんどん心がポジ
ティブになっていく。何千年にもわたる素朴な人々の信仰告
白だからでしょう。
さまざまな行き詰まりの中、「誰々が」、「組織が」と閉塞的
に被害者意識でいっぱいいっぱいになり身動きが出来なく
なっている自分に「主が」、「神は」と究極の答えをくださっ
ている。
何千年も前の先人の「ほんとだね。」「嬉しいね。」と感激と
感謝と確信の声が聞こえるようです。


